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1.はじめに

IlI碓な故とは必ずしも言えないが,貼レベル,あ

るいはそれより広域の複数の鵬レベル.地方レベル

の ｢火学榊t.t絹i協議会｣=国公立といった放散母体

を超え.r地域Jをキーとして活軸している ｢地域

レベルの胤流会｣は,全国で30針 )あるようであると'

これらの協議会は,地P.的に近いことを生かした利

用者の相互来館利用が円滑にできるよう制度を丑え

たり,加lRL愉職flの研修部#-を行ったりしている｡

雅新がIyr偶するBJ鮮館が加l盟している ｢埼玉県大

学 ･矧UJ大判 套]*館協誌食2'(saihmzIAcademic

LibraryAssocjation:SAu J(以下.`̀SAu ''と

略式衣紀をする)もそうしたもののひとつである｡

本職では,その SAu の枚紫を耕介し,特に.

地域逮捕のために取り組んでいる.!Jl菜の解介を行っ

ていきたい0

2.SAUlの概略

SAu は1988年に設立された｡詑t,義によると,5

月19と=二股.'t'(.絶食が城西大学を会場として開催され

ているOこの時の加盟横関数は31位側であったOこ

の時採択された ｢会則｣の節JI灸では,｢El的およ

び11_Ji菜｣を以ー卜のとおり定めている｡

本会は,会Ll,('I)の棚互協力を通じて,相互の故

殺It'iJ上を図ることを目的とし.そのEl的達成の

ために次の中英を行う｡

(1)rlTIF応等問の相互協力の推進

(2)囲IiJFmL-f括助に関する調光 ･研究

(3)榔修会等の開催

す1'き まさのl) 文政大学越谷L5J斡甜
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(4)会報等の発行

(5)その他,本会のEit的追庇に必要なt71牒

SALAの運営は.股誠.ui花決峨関である総会での

決起に遊づき,幹部会が日'W的な会務をつかさどっ

ている｡その幹事会は年LI～5匝lljil他されている｡

また.幹部会のメーリングリストが運用されており.

日常的な連絡はこのメーリングリストを使って行わ

れている｡また.総会で決定された]IrL業を実施する

ために.幹部会内におおむJ的牒 ごとのワーキング

I/ループ(WG)を配き.令-叫常はそのWGICiP_併

称が進められている｡

幹叫会はその互避により代衣幹部虚を選出する｡

代米幹叫館は幹部会を淵兆し.時々で議論が必賀と

なるテーマを幹節会の,･:花畑として設定して幹部会に

かけるようにしている｡

幹叫館の数については郷に定められてはいないが,

FiXFL立時は7機関で構成されていた｡その後,加盟槻

I対数の増加とともに幹群銀数も増え,2012年度(令

年度)はlLI校閲となった｡幹部会の解皮は,国立大

学 1,私立大学10,私立鮎川大学2,独立行政法人

lとなっている｡ここ数年,幹部館については多少

の入れ梓わり.増減はあるものの.大きく入れ梓わ

るということはない(ここ数年は.13-14横側で推

移している)｡また,幹叫(幹IltALiから1名乃至2名

がtllている)については他部塀等への.弗動によるメ

ンバ-交代はあるものの,例えば半敦が入れ替わる

というような大規模な構成メンバーの変更はない｡

そのため,課題や現状認識についての共有も十分な

レベルでなされており,会掛 まおおむねスムーズに

執行されているといってよい｡

加兜臓関数は設立後順次相加していったoその途

上で.キャンバスをlJ王京に娘中するなどの軌11で脱
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退するといった出入りがあったものの.現在は47機

関(1機関で校数のLg脊館が加盟 している例 もある

ため,加盟図書館数は49館)となっている｡埼上県

という地理的特性上,如京に本部があり,プランナ ･

キャンパスが埼玉にある,という大学図番館がメン

バー鮎であるというケースが少なくない(早f削日大,

立教大,束洋大,大東文化大,束京理科大.謀ll:.大,

東京寵扱大,芝浦工業大等)a47機関のtf'Fi成は表 1

のとおりである｡

轟 1 SAUlの加盟億数(2012年現在)

国立大学 1

公立大学

1私立大学

37私立矧封入,tii': /

放立行政法人 I･Bi人'71固辞館を短期人･.i':が共川しているところは)(∫;I-ド

含め[=運営に必繋となる賛FtJは,加盟機

関からの会賛(LFl問6,(X氾円)及び協賛企業から

提供される会椎やウェブサイトの広告料で賄ってい

る｡本稿では詳しく触れないが,物品等の共同購入

事業を開始 したこともあって,広告収入が増えたこ

とが活動の舵資にいささかの余裕を与えるようになった0

3

.SAUlの事業会則第4条に基づ き,現

在の SAu はさまざまな事業を展開している｡それは以下の

ようなものである｡(1)共通閲覧証による相互利用

(2)研修会の開

催(3)会報の発行(4

)ウェブサイトの運用(5)地域

共同リポジトリの逆用(6)｢図番館と県民の

つどい埼玉｣への参加(7)共

同購入非業のJjS施このうら,本稿では,地域連携を

H的とした!Jt業である ｢(6)同番館と県民のつ

どい埼玉｣-の取 り組み

について紹介する｡4.｢図番館 と

県民のつどい埼玉｣4.1 イベントの

概要(第 1回の様子)｢図書館と県民のつどい埼玉

｣は,埼三E県榊古館協会と埼玉県教育委員会が主催する,2CO7年に的 托木:埼 l･:_Lf.lJJll;I:･矧リJJこ･?:[･i).I㌻館協議会･.SAL

AIのilrJ･勤まったイベントである(後援

隣閥としてさいたま市教育委fj会と日本教育公務ij弘済会

埼玉LJJI支部)o開催趣旨は以下の

ように記されている三｢文 ナ̀:･盲.I,･J}:文化粘興

は｣の施行に伴い,地域における岡持打7.-の役割が改めてi引]Jir･

脆めている,,埼玉駄岡Al=館協会では,

これまでも県民l帥ナの同番鮪講碗会を行うなど,J,

il;内における読杏活動の普及に努めてきた

ところであるが,このたびの文字 ･活字文化のrl(lO

月27日)制'jgを記念し,図it蛸sLサービスの

･層の向上と読諏活動のさらなる推進をEiJる

ため,敗民とともに国井館のあり方を考える,LliL

;:館と県蛇のつどい均一k2007｣を.lJ.J.･教育委tl会との共催により

実施する｡-第 1桓=よさいたま市民会BIF'･;

うらわを会場として関促された｡このときには絵本

作家である艮谷川摂子氏による記念講演 ｢私の読誰と

(-どもの読詐｣とともに,6つのJJ}朴会

が描日枝されている｡分科会 1:こうすればあな

たの手元に資料が届 く-ネットワークで

Tl二がる何書館利用分科会2:あなたの力%[酢!ぎ館へ-図書館友の会

づ くりと活動分科会3:地域で子どもと言

売苔を柴しむ-子ども読苔活動交流if三台(地域 ･

家庭文ILl･:柄)分科会4:学校でこんなこ

ともできる ･している-子ども詫部活

動交流集会(学校縮)分科会5:試み聞かせ講座

(たの しいおはなし会を持つために-子ども読書活動交流触

会(実技縮)分科会6:砧等学校におけ

る図番館活動-読む膚び,知る楽 しさを深化させる専任職月

の存花とはまた,実技指導 ｢製本入門一日

JJJだけの本をつ くろう!-｣,パネルIj毛示 ｢よ

くわかる図番館ネットワーク｣がこれと並

行 して行われたE:.SAu としては,この回は

まだiE式な参加ではなかったが,斡'li会でiifi題となり

,イi志による協ノ)館という形で参加し,分杵会

1を的当した｡埼玉県r).‖こ構築されている情報のネッ

トr7-ク(埼玉県公)I.:t河井鮪横断検索システム)が,L,i

l.一令体の9割にあたる61の自治体 ･J,tiの類縁機

関 ･埼玉大学 ･埼玉県､Jl_大学の参加により,全l下目･

ツプレベルの械断検索システムとして2005年に稼働 したこと,一万物流の
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ネットワークとして,市町村立凶書館 .県の類縁検

閲への協力卓 ･辿終車が週1回,県l勺の金剛自体を

巡liilL,l･gl書館の物流をカバーしていることが報告

されている｡

4.2 第 2回以後

2∝)7年の第 日ロ】大会は,開催形態から考えると,

｢プレ大会｣あるいは,試行的要素が多分にあった

ようであ[),現在のスタイルに落ち荊いたのはW.午

の第2回以降である｡全体の構成はおおむね以 卜の

ようになっている｡

･記念講演(午前O作家に依頼することが多いOこ

れまでの例としては,落合恵子氏,あさのあつこ

氏など｡)

･チビも読井活動交流集会(開催時間帯は午後Oシ

ンポジウム等の閲促｡)

･公共図番鼠 学校図宵館(高等学校),人学齢 等館

の各イベン ト(全 t]0 2011年のTLJ容 :公共L･il書館

は東日本大震災関係の展示,学校図書鯖は高校岡

宵館の再現 ･推薦凶音の展示等｡)

当日までの咋愉及び当日の道営は f-..jJLlイベントご

とに組織される ｢実行委月会｣が担当 している(運

営組織としてはこの実行委月余の上に ｢企画委ii

会｣という会議体が設l置されている)0SAu は大

学国許館部会としてひとつの実行委El会を構成して

いるわけである｡

その節2回(2008年)以降,SALAはこのイベン

トへの参加を年度の1Jl菜計画の中に位粧づけた上で,

｢SALA有志による合同展示｣という形で参加をし

ているO典通タイトルを ｢大学図番館のお宅お見せ

します｣として SAu 加盟校閥から参加を募 り,

各図書館の所蔵資料を来場者に見てもらおうという

企画である｡

rお宝｣とは托打ってはいるものの.紫衣杏に限

らず,その図番館を特徴づけるような資料の出展が

心がけちれているといってよい(もちろん.放虫.4'

を豊富に持っている図書館はそれを出してくる)0

2∝略年以降の出展機関と出展内容は以Tのとおり

であるio)

2010年は合同展示のほかに,公共図番館,埼玉県

産業労働部の合同企画として,｢わたしたちはあな

たの一歩を応援 します-ご存知ですか ?お仕事支

援｣として大学図番館のビジネス支援をテ-マに,

大学図番館6館と国立女性教育会館の蔵番から80冊
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2008年(会場 :浦和コミュニティセンター)
サブタイトル :ニュー トンからピーターラビットまで

埼玉大学 アイザック.ニュートンの歴史辞r改訂古
代王国年代記Jな

ど文政大学 文孤什プ:令(文部.'i;)検定清教科杏を
ー那台糊から現行のものま

で川.展聖 学 院 ｢】】ⅠBLE 和訳繋辞の歴史｣(r新約弔辞路加刷 r引照新約全書J),｢
ひらめきときめ大 学 き凶古館さがし｣(7-ども
向けに朝門l宮1番鈍の離脱を ｢か

らくり絵本｣で紹介)大東文化大 学 r約59ltll3-)'tJ'1.

文学賞 研究 .翻訳賞受賞作品1番Fi介(イ
ンドネシア文学を翻訳した翻訳書と蝶番
),rアジア諸国の言語コレクシヨン｣紹介,｢大水文化大学ビアトリ

クス.ポタ一発科館｣の紹介国立女性 ｢奥むめ
おコレクション｣(アルバム写1号).教

ff会館 ｢稲収婦人学級資料｣(機判)女子栄養 允に関する西洋古版本コレクションの糾介(ハ- トr食沓論 初版J(1633),ムノン
大 学 の18陛紀フ

ランス料理文献 r家庭料理 初版J(1746

)など)2009年(会場 :浦和コミュ
ニティセンター)サブタイトル :太宰治からフ

ァーブルまで跡見学問女子大学 ｢森鵬外と子どもたち｣

同立女惟 1977年以来.仝BJ紙 .地
方紙に掲叔された,93女共同参画及び女

性 .家庭 .家族に関する新問記少から(1)｢女性
初｣として油紙教育会鈍 した人物に関する記部

,(2)｢国連細入の十年｣に関する記7Jl
,(3)展示会出前の全凶紙記一昨(2009.l

l.10-ll.25)埼玉大学 77-7'ル
コレクシ

ョン,デカルト.カント.シヨ-ペンハrl}エルの著

作物 .関係lR:作物城西大学 ｢匝ー勢調査の歴史｣(節目g】国勢詞盤報告

乱国勢調溌以前の耗計資料など)女子,栄
養 創設者香川綾の精神を引き継ぐ放貝 .学生入 学 の研究成果,固#t-館所磯の食帝問辿賀

科聖 学 院 ｢型番の出版と翻訳の腔史｣(ウイクリフ訳などの型詐展示),｢ひ
らめき.ときめきサ大 学 イエンスー本を解剖する

｣(本を趨材とした子ども向けプログラム

の実施報告)文数大学 r文学部3学件ゆかりの古典栄科｣(江戸期の市
双紙など)ほか,マザーグース閑適杏.r史記｣

関連資料立教大学 太宰治 r人刷失格｣自筆草稿 .初版本複製

など立正大学 田中啓耐文唾よりr長崎和樹陀屋敷

剛 r長崎阿甜陀出島絵劉の図番を展示した｡展
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2010年 (会場 :さいた まIT)一文化セ ンター)

~ヽ

跡見学問 ｢メデ ィアの,変遇｣(SP盤の展示.プ レー

女丁.大学 ヤーによる再′I:

_)ri托 女性 ｢輿むめ13=ル J/シコンJか ら消'L平

E.迎動教打会館 に関する溌tl:I.(映像でt

料の朽坤_)淑徳大学 ｢柿木のllf..'N-Lllこ刺された小河歴史

でtlf':ー｣城西大学 ｢淡州',i.-i:llT-丼と近日.｣(r解体新
ili:ltil.刺71.どのfff.ifFと.鵜

にまつわる迫jl.-)女子/}':キ大 学 ｢TJ<てる,作:ら.允

ベる-畏問経験か='-｣巧守学 院大 学 ｢ラ イ1ウ リア ンはtJ

EナLLtJ.桃の夢 S_.比るか ? DoLibmrians
DreamolーiPad''?｣(柄+.敬や

バ t=lルスの展示か ら磁子井柿FHH,5-末の体験).川!ri':院学術惰稚発1

LiシステムSERVEh'け｢｣文教大学 ｢フランス近代lhlltt欺ff制肢 の成 :!二と党lji｣(フランス.Y.:SIT以後の何代敦子]'のF

'E､/.に関するオリジナル火芋:I.)立正)/>':日中韓剛史ll一日こり,江i二りrJJに出版 された?.L'-:｢礼 和装本O明約捌け‖二川J放 され

たらりd)ん本orベルリ拙ft日本遠征.7L!Jなど図 1 2010年.赤 見学 園 女 子 大 学 の展 示 (SP盟 の展示と再生)

それぞ れの図割 二は.山城固辞館 によるコ メン トをカー ドに印刷 して【祁 Ifに挟 み込

み.来場者が手 に耽りやすいよう配臆 した.別物 の

娘示 と同時 に,凶itrリス トを作成 し水城B･(こ配布

した｡ また.埼 上県lJ･Lの大学や横閲が実施する

社会人入試や,働 きなが ら学べる糾腔,セ ミナー.公開誠唾 .それ

らを文指する大学図番館のサー ビスに関する冊1･を

作成 し.EW布 した｡この冊子は帆沖で,オープ ン早 々にな くなっ

て しまった｡市民か らの 入学 や図洋館 に対する期待

の大 きさをうかがい知ることので きた試

みであ ったこれ らはいずれ も. メー リングリス

トを通 じて加照横間に出展 ･十指糾拙†代 ･公 開誠JqiI等の資料の舵供 iiiト:∫.-J卜いり∴‥.t

rL]_m i二･,:トi郎L'.,ミ･

:iJL･':SJu_･1 しり111,'4,4.をtl(糾 し/=｡

ILIJ井の出鮮 ま祇 叫とL･_して ､L'lll与の節;L好餌だけ となったが.市民 向け情報の拙

供 については.1)州‖制即 IL2If劉対の協力 を狩る

ことがで きたoこの ように.毎年参加校閲は少 しずつ 入れ梓わ L)なが J,8-9矧 張=まどが参加 して

いるo lfi々 テーマの 切 りIL ネー ミングが洗練 されて きてい る と感 じ

:.:,.I;,I ,.,,,,: I,A.:vr:軍′
～ ､･t/ 誓J J･ヽ / 耳 ノl---,･,'一一▼..｢ .I包 ･

.:'.'''チ●- I1 ■己!

LlL> __づ ･･_･･図2 20

10年.｢大学図番舘 の ビジネ ス支 援 一仕 串を考 える80冊｣合同展示 の様子20

11年 (i/?描 :梱りlrffは ホ-ル ･さい/_･ま丈;;･':鋭 )Yn⊥J-f':tも
J Girl!Girly!!Girlish!!!1 ｢JJ'. リ ノシユlK'(.)/;':上′';::｣

の孝.'け｢川､:l'.女什放fI'J'?針ミ 7'イ7J-

'!7')三川化の沌 人 .JL.Il.'.上 (一代

:lf糾｣りい.Tt紙の糾始 れ !u:
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図3 2011年,展示会喝入り口付近の様子

ている｡広軌 こついても,参加機関の峨Ilが毎年洗練され

た11:稚:Effllを作成してくれているo図4は2010年

のリーフレットの 一部である.4.3 参加者数

等表2Ei,節2回(2008年)からの参加者故の ･箆である(.id録

からSALAの展示スペースに来場いた216

Vol.64 N-).:i/='いたノ)'と参加者総数を抜粋したC実際のカrLJン

トf刈ヰ示の説明等を行いながらかLJンタで集計しているため厳

'･密な値ではない)こ､表2 参加者数問耽年 SAI

A J/?城 参加稔致2(X旭 317 1,5

132009 398 1,7302010 I.011

2,9562011 726 I.5982008年
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4.4 参加することの ｢意轟｣
SAu は埼末Lf.).･例iJF鈍協会の下.%組粒ではなく,

別々の犠問であるO形式的に訪えば,この｢つどいJ

へは ｢協力矧対.Jとしてかかわっているo

このイベントに大''F':[架Hi咋館が協読会として協力し

宅地する意発はどこにあるだろうか?

大学Ld41--tI.t館の学外解への糊故が進んだとはいえ.

(当然ではあるが)71･とえば公･ju郎洋館よりその中

は見えない,というのが'炎梢であるofl)-民にしてみ

れば-Jc学図番餌が一一体どんなところかを知る掩会は

決して多くはない｡

そうした中にあって,r所織資料の展示｣という

方法によって固辞餌がl::lらを市民の前にさらすこと

で,来場者との交流が!L:_まれる｡たとえば本学が2008

if-:に行った文部科学粥検泣所教科i好の展示の際には,

来場者の多くが.それを ｢なつかしいもの｣として

手に耽って.感A1.を述べてくれた｡

また,参加扱問の哉州 よ.イベント当日は ｢説明

楽員｣でもある｡栄城潜の多くが大学生でもなく救

出でもない-解rrfl一尺にl…1分のところの展示資料を説

明することは,コミュニケーション･スキルの ト

レーニングという咽術もいくぱくかあるだろう｡

また,2010年に試みたように.図件館という枠を

超え,大学の市民向け紡劫を郡介することで,大学

が地域社会に対してどういった武徹ができるかとい

うことを示そうとした鎌験もLlt･3rEなものとしてあるO

これは,大学 ･隠紳輔の対外的なPRという側面

とともに,対t～htJ(械IUtAJ的)にも.国幹館が大学

の地域連携の窓口のひとつとなり狩ることを示すも

のとしてとらえることができるだろう｡対外的には

大学のアドボカシー括劫にかかわることであり,対

内的には凶洋館の就職r災=こ対するアドボカシー活劫

である｡20】2年には2010年のS.'i験を踏まえ.その節

2弾をうっていこうか.という声が実行委月からは

出てきている｡

また,企画段階からU.l<r勺のさまざまな立場の凶ilF

館IW儒者が躯まって企画をしていくことにも意義が

兄いだせよう｡このようなLJ.I.1内の図醇瓜及び好i綾織

1弘はI一堂に躯まってひとつのイベントを実施してい

るという例は寡H=こしてtJuかない｡まだ十分とは請

えないが.こうした経験を柄み貌ねでいくことが.

点種を超えた図秒館のネットワークを強固なものと

してい(きっかけになるかもしれない｡異なった鋪

橡の交流から生まれてくる肘証はけっして小さいも

i;;ト:illhtI.l.)二･i:･払欄 )二･'('=Iてけぎ軌阜ihI:Ŝ lJl)のill･劫

のではないL

5.おわりに

イこ1r':.I;では.SALA の清g･TJuのうL-,,地域辿純絹.lqI:U
である ｢Lli】i朋i-,.Lと1,1.utのつどいLH･L:.Jへの耽 り組み

･f_･紹介.LI=._.

この r-)どい｣の参加順 l張‖よ');のところ抑'獅前で

あるとこ)''が少(.,=くないC幹JJfei'･;l̀可.I:は,fEこく二回性

かl;1'Jかれる怜一郎会,そLてメーリンJ/リストでl川.:'

的にコミJt.ニケ一･ションをとっているので,｢tJllf;り
)15.滅｣とい-)/=よう,++L慈覚をもつてこのイベントに

耽り組んでいるのだと思う｡Lかし.仲.JtGi-t'以外か

らも参加する粍閥が毎年:あるoそJJL/.:矧馴二は.

こうLT=耽 り組みを ｢おもしろい｣ものとして群験

してもらえれLrと'S･えている｡ものごとはJjもしろ

くなければ紙かないし,E'-lJJlたちのlrJUJ':Jにもなりに

くい,どの【･?l.Ii=BtsLも人Li削減等により鵬しい塀境に

おかれている｡そうしたFllでこうし/=イベントに耽

り組むことtlJjJ.I):-fI'jJ粒として大変/J:ことではあるだ

ろうoLかし,Jだからこそ, ･経に批 :)組むことで.

)I:･L二輪LJA.収･LJ1-をIEiHーていくことがriJr(な雑敏に

なるのではないかと思う｡

l淡 泊蕃t:験｣という-古柴がある(,rlKJiu)なかにこ

もるのではなく.他者との'lf;･通報験をfkみ目す努

JJ.ふtみが.ひいてはI.?I:,棚田コミニ∫.こテIのiIrf･jJを

耽りJJ3すきっかけのひとつになるのではないだろう

か｡

注.

1)r川押付Er一鑑J2012年坂による
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